
東大瀬中央自治会

東
大
沼
中
央
自
治
会
は
、
東
大
沼
２
丁
目
と

３
丁
目
で
構
成
さ
れ
、
現
在
の
会
員
数
は
約

７２０
世
帯
で
す
。
当
自
治
会
区
域
は
大
沼
小
学

校
の
通
学
区
域
で
、
大
沼
公
民
館
や
大
沼
神
社

が
あ
り
ま
す
。
そ
の

一
部
に
は
畑
や
、
本
も
れ

び
の
森
も́
あ
り
、
住
宅
地
と
言
っ
て
も
比
較
的

自
然
が
残
っ
て
い
る
地
域
で
す
。

ま
た
、
本
も
れ
び
の
森
の
当
自
治
会
担
当
区

域
の
定
期
的
な
清
掃
や
、
下
草
刈
り
を
行
っ
て

い
ま
す
。
当
自
治
会
員
は
、
昭
和
５０
年
頃
に

住
み
始
め
た
方
が
比
較
的
多
＜
、
こ
の
方
た
ち

は
現
在
７０
歳
を
超
え
、
自
治
会
全
体
と
し
て

は
、
急
速
な
高
齢
化
が
進
み
、　
一
人
で
住
ま
わ

れ
て
い
る
方
の
増
加
、
空
き
家
の
増
加
等
も
深

刻
な
問
題
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

当
自
治
会
区
域
に
は
、
３
つ
の
老
人
施
設
が

あ
る
の
も
特
徴
の

一
つ
で
す
。
自
治
会
主
催
の

み

こ

し

子
ど
も
御
輿
の
休
憩
所
と
し
て
今
年
か
ら
そ
の

施
設
の

一
つ
を
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
、
入
居
さ

れ
て
い
る
ご
高
齢
者
と
子
ど
も
た
ち
の
交
流
す

る
機
会
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

‥
‐～．
・
自
治
△案運
営
に
っ
い
て
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当
自
治
会
の
今
後
の
運
営
は
、
ま
す
は
自
治
・

会
活
動
の
基
本
で
あ
る

「
安
全

・
安
心
」
を
民

生
委
員
等
と
協
力
し
最
優
先
す
る
よ
う
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
急
速
な
自
治
会
員
の
高
齢
化

や
共
働
き
世
帯
を
考
慮
し
、
無
理
の
無
い
自
治

会
活
動
を
重
視
し
、
自
治
会
に
加
入
し
て
い
て

少
し
で
も
良
か

っ
た
と
思

っ
て
頂
け
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
結
果
と

し
て
自
治
会
加

入
率
の
継
続
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
れ
ば
と
も

日
ｕ
っ
て
い
ま
す
。
（
鈴
木
雅
之
自
治
会
長
　
記
Ｙ

次
回
は

「
田
園
ハ
イ
ツ
自
治
会
」
の
予
定
で
す
。
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子ども御輿の休憩所

自
治
会
紹
介
シ
リ
ー
ズ

『東
大
沼
申
央
自
治
会
』

自
然
に
囲
ま
れ
な
が
ら

卜
国
】日
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本もれびの森の清掃

潤
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